
据付工事説明書 

三菱電機 室内ユニット 
R410A（新冷媒）対応 
設備用インバーターエアコン 
形名 

WT06329X04

販売店・工事店さま用 

形名 
標準タイプ 

PFAV-P670,800(V)DM-E(1)
オールフレッシュタイプ 

PFAV-P1000(V)DM-E(1)-F
年間冷房中温タイプ 

PFT-P670,800(V)DM-E(1)

本説明書は室内側ユニットの据付方法を記載してあります。
室外側ユニットの据付方法は、室外側ユニットの据付工事説
明書に記載されております。

●この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を
確保するために、正しい据付工事が必要です。
据付けの前に、室外ユニット付属の説明書と併せて、
本説明書を必ずお読みください。

据付工事説明書内で，安全のために必ず守っていただく項目を　　　　　　　　　　の形で記載しました。 警告 注意 

〔据付けされる方へのお願い〕

室内ユニットの梱包に据付報告書と保証書がセットになって入って
いますので、据付けをされる方は必ず全項目を書き入れ捺印のうえ、
下記宛にご報告願います。
保証書だけお客様にお渡しください。
据付報告書と保証書の配布方法は次のとおりです。
据付報告書　……特約店、

販売店経由 販売会社経由 三菱電機(製作所)用
保証書　(Ａ)……貴店の控

(Ｂ)……特約店、販売店の控
(Ｃ)……販売会社経由 三菱電機(製作所)用
(Ｄ)……お客様控

ご不明の点がありましたら、三菱電機の担当営業所へご照会ください。

1）フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。 
2）この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。 
3）冷媒の種類及びGWP（地球温暖化係数）は室内ユニットの定格銘板に記載されています。 
冷媒の数量は室外ユニットの定格銘板あるいはユニット内部の冷媒容量記入ラベルに記載さ 
れています。 

4）冷媒を追加充填した場合やサービスで冷媒を入れ替えた場合には室外ユニット内部の 
冷媒量記入ラベルに必要事項を必ず記入してください。 

フロン排出抑制法　第一種特定製品 
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1．据付場所の選定

1-2．据付・サービススペースの確保 （単位　㎜）

1-1．室内ユニットの質量に十分耐える強固な構造の床に据付けます。

据付基礎 

冷媒配管口（ガス） 
冷媒配管口（液） 

電源穴（200V以上） 

室内外連絡穴（制御線） 

400以上 

85
以
上
 

750以上 500以上 

1000以上 
（前面スペース） 

¡強固な床面を選定し、ドレン排水の便を図るため上図のように据付基礎を設けてください。
また、エアコンから床への振動伝播防止処置を行ってください。
※配管・配線等の据付工事のスペースは別途確保してください。
※設置する部屋の気密性が高い場合、室内が負圧となり、部屋の扉が開かない等の問題が発生する場合がありますので、
室内が負圧にならないような通気孔等を設けてください。

●吹出空気が部屋全体に行き渡るところ。
●侵入外気の影響のないところ。
●吹出空気、吸込空気の流れに障害物のないところ。
●油の飛沫や蒸気のないところ。
●可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれのないところ。
●高周波を発生する機械のないところ。
●吹出口側に火災報知器（センサ－部）が位置しないようにしてください。
（暖房運転時に吹出温風により火災報知器が誤作動するおそれがあります。）
●酸性の溶液などを頻繁に使用するところは避けてください。
●特殊なスプレー（イオウ系）などを頻繁に使用するところは避けてください。
●腐食ガス、有機溶剤の雰囲気での使用は避けてください。
●高温多湿雰囲気（露点温度23℃以上）で長時間運転されますと、室内ユニットに結露する場合があります。そのような条件で
使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面全てに断熱材（10～20mm）を追加し、結露しないようにしてください。
●室内ユニットを機械室に据付けてダクト接続した場合、機械室内が高温多湿雰囲気になりますと、室内ユニットに結露する場合が
あります。このような場合は、機械室内の空気と室内空気を循環させるなどして、機械室内の温度、湿度を低下させてください。

●設置する部屋の気密性が高い場合、室内が負圧となり、部屋の扉が開かない等の問題が発生する場合がありますので、室内が負圧に
ならないような通気口等を設けてください。

●粉や蒸気が多量に発生するところは避けてください。
●海浜地区等塩分の多いところは避けてください。
●温泉地などの硫化（イオウ系）ガスの発生するところは避けてください。
●炎の近くや溶接時のスパッターなど火の粉が飛び散るところは避けてください。
●室内ユニットは必ず水平に据付けてください。水たれなどの原因となります。
●病院・通信事業所などに据付けされる場合は、ノイズ発生源を遮断して施工してください。
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2．ユニットの据付け
2-1．ユニットの取付け
¡室内ユニットは、据付場所まで梱包のままで搬入してください。
¡現地手配のアンカーボルトを前項のサービススペースとの位置関係
に留意して強固に設置してください。
※アンカーボルトサイズ：φ10（M10ネジ）

¡室内ユニットは必ず水平に据付けてください。傾斜して据付けます
と、本体の重心が中央にあたるため倒れるおそれがあります。また、
ドレン漏れ等の事故に至る場合がありますので、必ず水平に据付け
てください。

¡室内ユニットは必ずダクト接続もしくは、プレナムチャンバーを取付けて　ご使用ください。

ダクト接続時のお願い
¡ダクトの接続には、ユニットとダクトの間にキャンバスダクトを入れてください。
¡ダクトの部品には不燃材料を使用してください。
¡ダクトおよびフランジには十分な断熱・防音を行ってください。
¡アルミ製フレキシブルダクト等の軽い材料のご使用は､ダクト振動により騒音が出る場合がありますので避けてください。

別売プレナムチャンバー使用時 (標準タイプ・年間冷房中温タイプのみ)

本ユニットは、ダクトタイプの機種であり別売プレナムチャンバー使用時は、プーリーの変更、調節が必要です。
¡別売プレナムチャンバーの接続は、別売部品に付属の説明書に従い据付けてください。

プーリー平行度・ベルト張り　確認のお願い
据付時には、プーリー平行度とベルト張り状態を確認してください。（下記2-2項の「●プーリーの平行度・ベルト張りについて」
を参照ください。）
※プーリー平行度やベルト張り状態が適切でないと異常音発生など、不具合の原因となります。

結露についてのご注意（オールフレッシュタイプのみ）
吸込み空気温度の使用範囲（下限）は乾球温度0℃以上です。
それ以下の低外気時にファン運転されますと、室内ユニット周辺空気条件によってはパネル表面等に着露する可能性があります
ので、その着露水にて周囲の機械等が不具合に至らないようにご注意ください。

2-2．プーリーの平行度・ベルト張り・軸受について
●プーリーの平行度・ベルト張りについて
①．ファンプーリーと電動機プーリーの平行度は図１．表１の規格を満足するようにセットしてください。
・平行度は、プーリーの側面に定規等を当てて確認してください。
・平行度の調整のためにプーリー止めネジをゆるめて、再度止めネジを固定する場合は、はずれ防止のためにネジに
ネジロック（ThreeBond 1322Ｎ 相当品：現地手配）を塗布し、13.5Ｎ・ｍのトルクで締め付けてください。

②．ベルト一本当りの張力はたわみ量Ｌの値を下式にて計算し、その時のたわみ荷重Ｗが表2の範囲内になるようにセ
ットしてください。

③．ベルトがプーリーになじんだ後、（運転後24～28時間以後）②項の適正張りに調整するようにしてください。
また、新しいベルトの場合は、たわみ荷重Ｗの約1.15倍程度に調整するようにしてください。

④．③項の初期伸び調整の後、2000時間ごとに張り再調整を行ってください。
[Ｖベルトは初期のび（約1％）を含め、ベルト周長が約2％のびた時点で寿命です。（運転時間で約5000時間）]

Ｂ62

Ｂ53

Ｂ53

(2本)
Vﾍﾞﾙﾄ 

300

300

400140

145

125

(PCφ)
ﾌｧﾝﾌﾟｰﾘｰ 

(PCφ)
ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾘｰ 

＊上記静風圧部品以外での組合せのベルトたわみ荷重の値は 
　マニュアル等を参照ください。 

表2

Ｐ1000 13／12
Ｐ800 25／22

50Hz/60Hz
たわみ荷重Ｗ（Ｎ/本） 

Ｐ670 19／17

備　　考 Ｋ（分） 

鋳鉄製プーリー 
プーリー 

平行度 

1ｍ当たり3ｍｍのずれに相当 10以下 

表1 Ｋ
 

Ｋ
 

Ｋ
 

Ｋ
 

図1

Ｌ 

たわみ荷重（Ｗ） 

図2

Ｋ
 

L＝0.016×C C：プーリーの軸間距離(mm)

給油口 

(図3)軸受

●送風機軸受について
送風機軸受は、2000時間ごとにグリスの給油が必要です。グリスの給油は
軸受に設けられた給油口（図3）よりグリスガンにて行ってください。
推奨グリス「昭和シェル　アルバニアNo.3」を使ってください。
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3．冷媒配管・ドレン配管仕様
■冷媒配管・ドレン配管とも露タレを防止するため、十分な防露断熱工事を施工してください。
■市販の冷媒配管を使用の場合には、液管・ガス管ともに必ず市販の断熱材（耐熱温度100℃以上・厚さ、下表による）
を巻いてください。室内を通るドレン配管は、必ず市販の断熱材（発泡ポリエチレン比重0.03・厚さ、下表による）
を巻いてください。

①断熱材の厚さは、配管サイズにより選定してください。

②高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にする必要があります。
③客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。

配管サイズ 断熱材の厚さ
6.4㎜～25.4㎜ 10㎜以上

28.58㎜～31.75㎜ 15㎜以上

3-2．冷媒配管・ドレン配管位置 （単位　㎜）

1221

195 112

冷媒配管口（液） φ43ノックアウト穴 
冷媒配管口（ガス） φ75ノックアウト穴 

名称 No.

2
1

ドレン穴（上部） 

ドレン穴（下部） 
810

740

875

22
0

15
0

冷媒配管（液） 

22
0

15
0

191

261

18
30

1750

冷媒配管（ガス） 

42

70994

30
0

300

4
9
3

形名項目

液管

ガス管
冷媒配管

ドレン配管 上部：11/4Bメス　下部：1Bメス

3-1．冷媒配管・ドレン配管サイズ

※塩ビ管接続の場合、接続用ソケットは現地手配願います。
※本ユニットは冷媒にR410A使用のため、φ19.05以上の配管についてはO材では耐圧不足となります｡
必ず1/2H材またはH材を使用してください。

φ15.88×1.0t(O材)（ろう付） φ19.05×1.0t(1/2H材またはH材)（ろう付）
φ28.58×1.0t(1/2H材またはH材)（ろう付） φ31.75×1.1t(1/2H材またはH材)（ろう付）
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4．冷媒配管・ドレン配管の接続
4-1．冷媒配管工事

本工事を実施する場合は、必ず室外ユニットの据付工事説明書と照らし合わせて行ってください。
¡このエアコンは、室外ユニットからの冷媒配管を各室内ユニットに接続する方式になっています。
¡配管長さ、許容高低差等の制限は、室外ユニットの説明書を参照してください。

50mm 
以上 

冷媒配管 
（現地手配） パイプカバー 

（現地手配） 

〈室内ユニット内〉 

サイドパネル 
（又はウシロパネル） 

冷媒配管注意事項

¡ろう付は必ず無酸化ろう付を行い、配管内に異物、水分が混入しないようにしてください。
¡配管ろう付時、周囲の部材（ゴム、断熱材、配線など）にトーチの炎を当てないようにご注意ください。
¡室内ユニットの現地配管接続は、現地側の配管を拡管加工もしくは継手を用いて接続してください。
¡冷媒配管はJIS H 3300「銅及び銅合金継目無管」
のC1220のりん脱酸銅を、配管継手はJIS B
8607に適合したものを使用してください。配管・
継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ゴミ、切
粉・油脂・水分が付着していないことを確認してく
ださい。

¡ろう付け作業は労働安全衛生法で定められた溶接技
能士またはガス溶接技能講習修了者が作業してくだ
さい。

¡漏えい点検記録簿の管理について
気密試験後、冷媒の充てん状況、漏えい検査結果な
どを所定の記録用紙に追記し、空調機器の所有者が
管理するようにしてください。

¡ガス管接続部および液管接続部のゴムキャップを取外し、配管内に
封入されている窒素ガスを抜いてください。

¡現地配管は室内ユニットの右側面、左側面、後面のいずれからでも
取出しできます。

¡サイドパネル（又はウシロパネル）貫通穴とパイプカバー（現地手
配）は隙間がないようコーキングしてください。

¡液管、ガス管のパイプカバーはサイドパネル（又はウシロパネル）
の内側に50mm以上入れてください。（右図）

¡現地配管パイプカバーの中に配管の結露水が侵入しないように
コーキング等の水切り処置をしてください。

ゴムキャップ ゴムキャップ 
ガス管 液管 

窒
　
素 

手元バルブ 

減圧弁（レギュレータ） 

ろう付箇所 

酸化スケール 
有/なし テーピング 

窒素ガス圧力 
0.02MPa以下 

空気が入らない 
ようにします。 

注）出口側をふさがないでくださ
い。内側が大気圧以上になり
ますと、ピンホールが発生し、
ろう付箇所の漏れの原因とな
ります。 

必ず減圧弁を使用してください。 
必ず窒素ガスを使用してください。 
（酸素・炭酸ガス・フロンガスは不可） 
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4-2．ドレン配管工事

¡本ユニットは、2カ所（上部、下部）にドレン配管接続が必要です。

¡ドレン配管は室外側（排水側）が下り勾配（1/100以上）となるようにしてください。
¡ドレン配管の横引きは20ｍ（高低差は含みません）以下にしてください。また、ドレン配管が長い場合には途中に支
持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくしてください。エア抜き管は絶対につけないでください。ドレンが吹出る
場合があります。

¡塩ビ管を使用する場合、必ず塩ビ系接着剤にて漏れのないように確実に接続してください。

¡ドレン配管から空気の吸込みを防止するため、下図のようなドレントラップを必ず設けてください。下図のh寸法は、
ユニット内の負圧〈機内抵抗＋吸込ダクト抵抗〉により決定してください。

¡集合配管は、本体ドレン出口より10cm位低い位置に集合配管がくるようにし、かつ集合配管は、VP35以上のもので
下り勾配が1/100以上になるように施工してください。

¡ドレン配管はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないでくだ
さい。

¡ドレン配管の出口は臭気の発生するおそれのない場所に施工してく
ださい。

¡上部、下部のドレン配管をまとめてドレン水を排出する場合は、上
部ドレン水が下部ドレン配管に流入しないように、下部ドレン配管
より低い位置で連結してください。

¡ドレン排水テストをしてください。ドレンパンにやかん等で注水し
て排水が確実に行われることを確認してください。

ユニット 

ドレンパン 

ドレンパン 

h㎜以上 
h㎜以上 
h㎜以上 

排水溝 

排水溝 

ユニット 
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電気工事についてのご注意　　※10,11項はオールフレッシュタイプの場合のみ、12項はPFT機種の場合のみ

１．電気工事は、「電気設備に関する技術基準を定める省令」「内線規程」および据付工事説明書に従ってください。

２．電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。

３．電源は必ず専用の分岐回路からとり、漏電遮断器を取り付けます。

４．ユニットの外部では、制御回路の電線（リモコン線・伝送線・温度センサー配線）と電源配線が直接接触しないように5cm
以上(温度センサー配線は30cm以上)離して施設してください。

５．配線の接続はネジの緩みのないように確実に行ってください。

６．天井裏内の配線（電源・リモコン・伝送線・温度センサー配線）はネズミ等により、かじられ切断する場合があり、できる

限り鉄管等の保護管内に通してください。

７．MAリモコン用・伝送線用端子台には電源配線を接続しないでください。（故障します。）

８．室内ユニットとリモコンおよび室外ユニットを必ず配線接続します。

９．300V以下の機種はD種接地工事、300Vを超える機種はC種接地工事を行ってください。
10．室内温度調節のため必ず室内に別売温度センサー(PAC-SE40TS)を設置してください。

別売MAリモコン(2カ所リモコン)を室内に設置される場合、リモコン内蔵センサーを使用することも可能です。
11．吹出空気温度センサーは、室内ユニット内部に取付けています。

コネクターを制御箱内で接続せずに固定していますので、吹出空気温度制御にて空調を行う際は、コネクターをCN20に
接続してください。また、室内ユニット内のNo.1,No.2両方のアドレス基板上のSW7-2をONにしてください。
※吹出空気温度制御する場合は、10．に示す作業は不要となります。

12．圧縮機容量固定用コネクターは室内ユニット内部に取付けています。本機能を使用する場合は、コネクターをCN4Fに接続
してください。（PFT機種のみ）

13．制御配線は以下の条件からお選びください。

制御配線の種類と許容長
制御配線には、「室内外伝送線」・「MAリモコン線（2リモコンの場合）」・「集中管理用M-NET伝送線」があります。
システム構成により、配線の種類及び許容長が異なります。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付工事説明書をご
覧ください。

（１）伝送線配線

5．電気配線

対象施設 

室内外伝送線最遠長 

集中管理用伝送線および室内外伝送線最遠長 
（室内ユニットを経由した最遠長） 

配線の種類 種　類 

線　数 
線　径 

全ての施設 
シールド線 

CVVS・CPEVS・MVVS 
2心ケーブル 
1.25mm2以上 
最大200m 
最大500m 

＊集中管理用伝送線に設置される伝送線用給電ユニットから 
各室外ユニットおよびシステムコントローラーまでの配線長は 

最大200m
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（３）温度センサー配線

配線の種類 

線種 

線数 

線径 

シールド線　(CVVS、CPEVS、MVVS) 

2心ケーブル 

1.25mm2以上 

最大200m総延長 

●温度センサー配線を12m以内で使用する場合は、PAC-SE40TSに付属しているケーブル(12m)を使用ください。12mを
超える場合は、上記配線表の仕様にしたがって配線をしてください。
温度センサー設置方法は、温度センサー(PAC-SE40TS)の据付工事説明書と17ページ「5-2、電気配線接続」を必ず参照くださ
い。

●シールド線にて延長される場合は、次の据付条件にしたがって配線してください。
①動力線(強電系)とは、30cm以上離してください。
②インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器などの影響を受けないように配線してください。
③シールド線は、室内ユニットのアース端子へ接続してください。

（２）リモコン配線

配線の種類 

総延長 

種　類 

線　数 

線　径 

MAリモコン（注1） 
VCTF,VCTFK,CVV 
CVS,VVR,VVF,VCT 
2心ケーブル 

0.3mm2（注5） 
 

最大200m

M-NETリモコン（注2） 
 

シールド線　MVVS 

 

 

10mを超える部分は、 
室内外伝送線最遠長の内数としてください 

（注1）MAリモコンとは、設備インバーターエアコン用MAスマートリモコンを示します。 
（注2）MーNETリモコンとは、MEリモコンおよびMーNETコンパクトリモコンを示します。 
（注3）作業上、0.75mm2 までの線径を推奨します。 
（注4）コンパクトリモコンの端子台へ接続する場合は、(　)内の線径としてください。 
（注5）シース付0.3mm2 ケーブルをご使用ください。 

0.3～1.25mm2（注3） 
（0.75～1.25mm2）（注4） 

2心ケーブル 

5-1．電源配線

室内 
ユニット 

アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

 

漏電遮断器 

電源 
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PFAV-P1000DM-E（1）-F
30A（NV30-C（当社）） 

30A（NV30-C（当社）） 

30A（NF30-C（当社）） 

30A（NF30-C（当社）） 

1.6mm 

2.0mm

1.6mm 

1.6mm

30A 

30A

20A（B種ヒューズ） 

30A（B種ヒューズ） 

電動機 
出力 

電線太さ 
漏電遮断器　※2

※1 標準仕様の電動機出力を示します。 
※2 漏電遮断器は、感度30mA　0.1s以下を使用ください。 
※3 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することがあります。 
 設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。 

注1.電源には、必ず漏電遮断器を取付けてください。 
　2.漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。 
　3.電源配線に当たっては「電気設備に関する技術基準を定める省令」および「内線規定」に従ってください。 

電源配線 アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

開閉器容量 過電流保護器 
形　名 

2.2kW 
※1

3.7kW

2.2kW 
※1

3.7kW

【オールフレッシュタイプ】 

PFAV-P1000VDM-E-F
15A  ※2 

30A  ※2

15A 

30A

1.6mm 

1.6mm

1.6mm 

1.6mm

15A 

30A

15A（B種ヒューズ） 

20A（B種ヒューズ） 

電動機 
出力 

電線太さ 
漏電遮断器　※2

電源配線 アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

開閉器容量 過電流保護器 
形　名 

【オールフレッシュタイプ；380Ｖ,400Ｖ,415Ｖ,440Ｖ仕様】 

電線太さ 
漏電遮断器 

電源配線 アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

開閉器容量 過電流保護器 
電動機出力 

【標準タイプ・年間冷房中温タイプ】 

※1 標準仕様の電動機出力を示します。 
※2 漏電遮断器は、感度30mA　0.1s以下を使用ください。 
※3 漏電遮断器は、感度100mA　0.1s以下を使用ください。 
※4 漏電遮断器は、感度100～200mA　0.1s以下を使用ください。 
※5 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することがあります。 
 設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。 

形　名 

3.7kW　※1 30A（B種ヒューズ） 

50A（B種ヒューズ） 

75A（B種ヒューズ） 

50A（B種ヒューズ） 

75A（B種ヒューズ） 

100A（B種ヒューズ） 

30A（NV30-C（当社））※2 

75A（NV100-C（当社））※3 

100A（NV100-C（当社））※4 

75A（NV100-C（当社））※3 

100A（NV100-C（当社））※4 

125A（NV125-C（当社））※4

30A（NF30-C（当社）） 

75A （NF100-C（当社）） 

100A （NF100-C（当社）） 

75A （NF100-C（当社）） 

100A （NF100-C（当社）） 

125A （NF125-C（当社）） 

30A 

60A 

100A 

60A 

100A 

100A

PFAV-P670DM-E（1） 
PFT-P670DM-E（1） 

2.0mm 

5.5mm2 

8mm2 

5.5mm2 

8mm2 

14mm2

1.6mm 

5.5mm2 

5.5mm2 

5.5mm2 

5.5mm2 

8mm2

5.5kW　 

7.5kW　 

5.5kW　※1

7.5kW　 PFAV-P800DM-E（1） 
PFT-P800DM-E（1） 

11kW　 

電線太さ 
漏電遮断器 

電源配線 アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

開閉器容量 過電流保護器 
電動機出力 

【標準タイプ・年間冷房タイプ；380Ｖ,400Ｖ,415Ｖ,440Ｖ仕様】 

形　名 

3.7kW  ※1 

5.5kW   

7.5kW 

5.5kW   ※1 

7.5kW 

11kW

20A（B種ヒューズ） 

30A（B種ヒューズ） 

50A（B種ヒューズ） 

30A（B種ヒューズ） 

50A（B種ヒューズ） 

50A（B種ヒューズ） 

30A  ※2 

40A  ※3 

50A  ※3 

40A  ※3 

50A  ※3 

75A  ※3

30A 

40A 

50A 

40A 

50A 

75A

30A 

30A 

50A 

30A 

50A 

60A

PFAV-P670VDM-E 
PFT-P670VDM-E

1.6mm 

2.0mm 

2.0mm 

2.0mm 

2.0mm 

5.5mm
2
 

1.6mm 

1.6mm 

2.0mm 

1.6mm 

2.0mm 

5.5mm
2
 

PFAV-P800VDM-E 
PFT-P800VDM-E



手順１．

本体下側のフロントパネルを外し、制御ボックスのカバーを外

してください。

手順２.

下図および次頁の図のように、電源配線、室内外伝送線配線、

およびリモコン配線（2リモコンの場合）を行ってください。
制御ボックスの取外しは不要です。

オールフレッシュタイプの場合は下図を参照し、別売温度セン

サー配線（吹出温度センサー配線）も行ってください。

手順３.

配線が終わりましたら、ゆるみ・誤りのないことを再度ご確認

の上、フロントパネルおよび制御ボックスカバーを取外しとは

逆の手順で取付けてください。

5-2．電気配線接続（端子のネジのゆるみのないよう注意してください。）

［　　　  ］ MAリモコン 
を用いて２リモコンで 
使用する場合 

無極性 

DC10V～13V

MAリモコン 

上段 
（TB15） 

1
2

A B
1 2

室内外伝送線 
およびM-NETﾘﾓｺﾝ 

三相電源へ No.1

室外伝送用端子台へ 

※室外ユニット側でシールドアースEを取ってください。 
※三相電源配線と室内外伝送線およびリモコン配線(2リモコンの場合)の 
　経路を必ず分けた経路としてください。 

MーNET 
リモコン 
使用時 

A

B

無極性 

DC24～30V

MーNETリモコン 
 

S

A B
1 2

下段 
（TB5-1） 

［　  ］ 

17
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CN28
CN90 CN3ACND

CN28
CN90 CN3ACND

室内制御板 
（No.2） 

室内制御板 
（No.1） 

CN28
CN90 CN3ACND

CN28
CN90 CN3ACND

室内制御板 
（No.2） 

室内制御板 
（No.1） 

CN28
CN90 CN3ACND

CN28
CN90 CN3ACND

室内制御板 
（No.2） 

室内制御板 
（No.1） 

Ｘ４ 

Ｘ２ 

CN20 
（赤） 
 

 

〈温度センサーを付属ケーブルのみで設置する場合〉 

〈温度センサーをシールド線にて延長される場合〉 

Ｘ４ 

Ｘ２ 温度センサー付属ケーブル 
（PAC-SE40TS） 

シールドをネジにて固定してください。 
（ネジは制御ボックス内に付いています。） 

閉端接続子などで 
中継してください。 

温度センサー配線 
（PAC-SE40TS） 

シールド線にて延長した温度センサー（PAC-SE40TS） 

別売温度センサー（PAC-SE40TS）を使用する場合の配線接続方法 

Ｘ４ 

Ｘ２ 

吹出温度センサー配線 吹出温度センサーを使用する場合の配線接続方法 

 

吹出温度センサー配線は 
制御箱内で束ねられています 

固定してください 固定してください 

CN20に接続 
してください 

CN20 
（赤） 
 

CN20に接続 
してください 

CN20 
（赤） 
 

CN20に接続 
してください 

固定してください 固定してください 

固定してください 

固定してください 

●吹出温度制御では、外気温湿度や運転状態によっては吹出温度が安定しない場合があります。
また外気温度から設定温度を引いた差温が冷房では＋6℃以下、暖房では－6℃以上となった場合、能力過多のためサーモ
ON/OFFを繰り返すことがあります。

●リモコンに吹出温度が表示されますが、ユニットの運転が安定していないときは、温度によっては表示が点滅するため
故障と判定される場合がありますので、リモコン温度表示しないように設定してください。
設定方法は取扱説明書をご参照ください。
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5-3．リモコン・室内外伝送線・温度センサーの接続
＜ａ．室内外伝送線＞
室外ユニット（ＯＣ）の室内外伝送線用端子台（ＴＢ３）のＡ、Ｂ端子と室内ユニット（ＩＣ）の室内外伝送線用端子台（ＴＢ５）のＡ、Ｂ端子を渡り
配線します。（無極性２線）
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、ＯＣのアースネジと、ＩＣの端子台（ＴＢ５）のＳ端子とを渡り配線します。

＜ｂ．ＭＡリモコン配線＞※２リモコンまたはグループ運転しない場合は不要です。

［２リモコン運転の場合］
２リモコンとする場合は、ＩＣの端子台（ＴＢ１５）の１，２端子とＭＡリモコン（別売）の端子台を接続します。
※接続したＭＡリモコン（別売）の主従切換スイッチを従リモコンに設定してください。
（設定方法は、下記およびＭＡリモコンの据付工事説明書をご参照ください。）

［室内グループ運転の場合］
ＩＣをグループ運転をする場合は、両方のＩＣの端子台（ＴＢ１５）の１，２端子同士を接続します。（無極性２線）
※一方の室内ユニットのリモコンの主従切換スイッチを従リモコンに設定してください。
（設定方法は、下記を参照ください。）
同一グループ内の一番機能が多い室内ユニットのアドレスを０１～５０の若い番号に設定してください。

＜許容長＞
MAリモコン配線
総延長（０．３～１．２５ｍｍ２）
ｍ１＋ｍ２＋ｍ３　≦２００ｍ
ｍ４＋ｍ５　≦２００ｍ

＜禁止事項＞
①同一グループの室内ユニットに３台以上の
ＭＡリモコンは接続できません。

②同一グループの室内ユニットを同一アドレス
に設定できません。

A 
1
B 
2

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

アドレス03 
04

アドレス01 
02

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

アドレス05 
06

A 
1
B 
2

MA（本体） MA（本体） 

A 
1
B 
2

MA 
（本体） 

A 
1
B 
2

MA 
（別売） 

グループ グループ 

A 
1
B 
2

MA

m
1

m
3

m2

m
5

m
4

＜ｃ．Ｍ－ＮＥＴリモコン配線＞
室内ユニット（ＩＣ）の室内外伝送線用端子台（ＴＢ５）のＡ，Ｂ端子をそれぞれＭ－ＮＥＴリモコン（ＲＣ）の端子台に接続します（無極性２線）。
［２リモコン運転の場合］
２リモコンとする場合は、ＩＣの端子台（ＴＢ５）のＡ，Ｂ端子と２つのＲＣの端子台をそれぞれ接続します。
［室内グループ運転の場合］
ＩＣをグループ運転をする場合は、同一グループとするＩＣの親機ＩＣの端子台（ＴＢ５）のＡ，Ｂ端子とＲＣの端子台を接続します
（無極性２線）。
※機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、同一グループ内の一番機能が多い室内ユニットを親機としてください。

［システム接続］
制御配線は、システム構成により異なります。配線工事の前に必ず「5-7.システム接続例」（22ページ）をご覧ください。

＜ｄ．温度センサー配線(室温制御利用の場合)＞
室内ユニット（ＩＣ）の室内制御基板（IB）のコネクターCN20（赤）に温度センサー配線を接続します（無極性2線）。
※温度センサー配線が長い場合やノイズ源がユニットに近接している場合は、必ずシールド線を使用してください。
※温度センサーの据付方法については、温度センサー（PAC-SE40TS）の据付工事説明書を必ず参照してください。
※温度センサーは、No.1室内制御基板のみに接続してください。
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MAリモコン用「主リモコン」「従リモコン」の設定方法（M-NETリモコンによる「主従」設定方法は、「5-4.アドレス設定」をご参照ください。）

室内ユニット２台を１グループで運転する場合、または2リモコン運転を行う場合には、一方を「従リモコン」設定することが必
要です。
※１グループに接続できるリモコンは最大2個までです。
（工場出荷時は「主リモコン」に設定しています。）
「従リモコン」の設定は、MAリモコン（別売）の据付工事説明書をご参照願います。
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5-4．アドレス設定（必ず元電源を切った状態で操作してください。）
1. 本システムは、必ずアドレス設定が必要です。
またユニットによりアドレス設定範囲が異なります。

2. グループ運転する場合は、下表に従ってアドレス設定してください。
※グループ運転とは、1つのリモコン（２リモコン含む）で、複数台の室内ユニットを運転する場合をいいます。

3. アドレス（SW12、11）の設定は、下記例のように10の位（SW12）と1の位（SW11）の組合せになります。
（例）アドレス“03”は、10の位（SW12）：“0”、1の位（SW11）：“3”

アドレス“25”は、10の位（SW12）：“2”、1の位（SW11）：“5”

4. アドレス設定した場合は、製品名板にアドレスNo.記入欄がありますので油性マジック等で必ず記入してください。

5-5．本体内蔵センサー以外で室温を検知する場合
¡リモコン内蔵センサーをご使用の場合……SW1-1とSW3-8をそれぞれONにセットしてください。

＊リモコンの機種により、リモートセンサ－が内蔵されていない場合は、本体内蔵
センサ－にて室温検知するようにしてください。

＊リモコン内蔵センサー使用時は、室温検出可能な部分へリモコン取付をお願いします。
＊吹出温度制御を利用する場合はリモコン内蔵センサーを利用できません。

5-6．送風機制御について
室内ユニット吸込空気乾球温度が5℃以下の場合には、加湿器凍結防止・冷風感防止のため、強制的に暖房運転することがあります。
また全冷媒系統が異常時・除霜時にはファンが停止します。関連のスイッチ設定と運転動作については以下を参照ください。

強制暖房運転、 
異常時ファンOFF

仕　様 
動　作 

備　考 SW OFF ON

SW1-7

SW3-4除霜時ファン動作 

強制暖房運転無効 
異常時ファンON 
(ファン異常・通信
異常時はファン停止
します。) 

強制暖房運転は、加湿器の凍結防止、冷風感
防止のため室内ユニット吸込温度が5℃以下
では、運転モードによらず暖房運転となりま
す。また、6℃以上で選択した運転モードに
戻ります。異常時は外気温度によらずファン
停止します。 

工場出荷時は加湿器の凍結防止、冷風感防止
のためOFFとしています。 

除霜時ファンON 

対　象 

オールフレッシュタイプ 

標準・オールフレッシュタイプ 

※　　　　部分は出荷時設定 
※加湿器組込みの場合は、低外気時に加湿器が凍結するおそれがありますので、必ずSW1-7をON、SW3-4をOFFでご使用ください。 
※除霜時にファンONにすると室内に冷風が吹き出し、また、除霜復帰が遅れ室温が著しく低下するおそれがありますのでSW3-4をOFFで 
　ご使用ください。 

除霜時ファンOFF

強制暖房運転有効 
異常時ファンOFF 

記号 ユニットまたはコントローラー 

親機・子機 室内ユニット 

MAリモコン 

アドレス 
設定範囲 

IC

ロスナイ・外気処理ユニット LC

01～50

101～150

151～200 注3

主リモコン 

従リモコン 

設定方法 
工場出荷時の 
アドレス設定 

同一グループ内の親機にしたい室内ユニットを最も若いアドレスにし、 
同一グループ内の室内ユニットのアドレスを連番に設定してください。 

同一グループ内の最も若い室内ユニット親機アドレス＋100に設定してください。 

同一冷媒回路系統の最も若い室内ユニットアドレス＋50に設定し 
てください。同一冷媒回路系室外ユニットのアドレスは連番に設定 
してください。OC，OS1，OS2は自動判別されます。（注5） 

全室内ユニット設定後に任意のアドレスを設定してください。 

同一グループ内の最も若い室内ユニット親機アドレス＋150に設定してください。 

アドレス設定不要です。
（ただし、2リモコン運転する場合は主従切換スイッチ設定が 

　　　　　　　　　　　　 必要です。） 

00

No.1＝01 
No.2＝02

注4

00

101

201

201

MA

室外ユニット 
OC 
OS1 
OS2

RC

RC

主 

M-NET 
リモコン 

システム 
コントローラー 

201～250 管理したい最小グループNo.＋“200”に設定してください。 GR, 
SCグループリモコン 

201～250

201～250

左記アドレス範囲で任意 SR, 
SCシステムリモコン 

201～250 管理したい最小グループNo.＋“200”に設定してください。 AN, 
SCON/OFFリモコン 

247201～250 左記アドレス範囲で任意 SCLMアダプター 

202201～250 左記アドレス範囲で任意 ST, 
SC

スケジュール 
タイマー 
（M-NET対応） 

000左記アドレス範囲で任意 TR, 
SC集中コントローラー 

注1，注4

51～100
注2

注1　他の冷媒回路系統の室内ユニット、室外ユニットのアドレスと重複する場合は、設定範囲内で別の空きアドレスを設定してください。 
注2　室外ユニットのアドレスを“100”に設定する場合は“50”としてください。 
注3　MーNETリモコンのアドレスを“200”に設定する場合は “00”としてください。 
注4　室内ユニット内には、2枚の室内コントローラー（制御基板）があります。 
　　  No.2基板のアドレスは「No.1基板アドレス＋1」に、必ず設定してください。 
注5　同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

機　種 
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MAリモコンを用いたシステム
PFAV-P670・800(V)DM-E(1), PFAV-P1000(V)DM-E(1)-F, PFT-P670・800(V)DM-E(1)システムの場合

IC

MA（主） 

TB5-1
A B S

01

TB15
1 2

A1B2
MA（従） 
A1B2

MA

02

OC

TB3
A B

51

OS

A B

52

TB7
A B S
TB3 TB7

A B S

L1 L2

※室内ユニット内には、2枚の室内コント
ローラー（制御基板）があります。 

m1
m2

A1B2

禁　止　事　項 許　　容　　長

制　御　線　配　線　例

1．室内ユニットアドレスは連番で設定してください。
2．同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは接続できません。室内ユニットが3台以上
になる場合は、MAリモコンが2台以下となるようにしてください。

＜ａ．室内外伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ２以上）
L2 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
室外ユニットを経由した最遠長

（1.25ｍｍ２以上）
L1＋L2≦500ｍ

＜c．ＭＡリモコン配線＞
総延長（0.3～1.25ｍｍ２）
ｍ1＋ｍ2 ≦200ｍ

＜ａ．室内外伝送線＞
室外ユニット（OC, OS）（注1）の室内外伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と室内ユニット（IC）の室内外伝送線用端子台（TB5）のＡ、
Ｂ端子を配線します。
（無極性2線）
※必ずシールド線をご使用ください。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OCのアース端子（ ）と、ICの端子台（TB5）のＳ端子とを渡り配線します。
注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OSは自動判別されます。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です。
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞　※2リモコンまたはグループ運転しない場合は不要です。
［2リモコン運転の場合］
2リモコンとする場合は、ICの端子台（TB15）の1，2端子とＭＡリモコン（別売）の端子台を接続します。（無極性2線）
※接続したMAリモコン（別売）を主従切換機能にて従リモコンに設定してください。
（設定方法は、MAリモコンの据付説明書を参照ください。）
MAリモコンは室内ユニットに内蔵されています。

＜d．スイッチ設定＞ 「5-4.アドレス設定」を参照ください。

配線方法・アドレス設定方法
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6．試運転

6-1．試運転前の確認事項

6-2．試運転方法

お客さま立会いで、必ず試運転を行ってください。

¡リモコンに点検コードが表示された場合・正常に作動しない場合は、次頁以降を参照してください。
¡試運転中、時刻表示部に試運転残時間を表示します。
¡試運転中、室内ユニットの液管温度をリモコン室温表示部に表示します。

（1）試運転を行う最低12時間以上前に元電源を入れる。 
　⇒最大5分間“PLEASE WAIT”を表示。以後、12時間以上放置（クランクケースヒーター通電） 
 

（2）「試運転」を選択する。 
①サービスメニュー画面で「試運転」を選択する。 

②　　　　　　ボタンで「試運転操作」を選択する。 

③　　 ボタンを押す。 

　⇒試運転が開始され、試運転操作画面が表示される。 

 

（3）試運転操作を行う。 

（4）換気機器など連動する機器がある場合、その動作を確認。 

④　　　ボタンを押して運転を切り換える。 

　■［冷房運転］冷風の吹出しを確認する。 

　■［暖房運転］暖房の吹出しを確認する。 

（5）試運転を終了する。 
⑤　　 ボタンを押す。 

　⇒試運転が終了すると（2）の画面に戻る。 

　※試運転は2時間経過すると自動的に停止します。 

④ 

② 

冷媒漏れや電源・伝送線のゆるみがないか確認します。
電源端子台と大地間の絶縁抵抗値を500Ｖメガー計で計って、1.0ＭΩ以上あることを確認します。
１.絶縁抵抗値が1.0ＭΩ以下の場合、運転しないでください。
２.伝送線用端子台は、絶対に絶縁抵抗値を計らないでください。制御基板が破損します。
３.据付工事直後や長時間元電源を切った状態で放置した場合、圧縮機内に冷媒が溜ることにより、電源端子台
と大地間の絶縁抵抗値が１ＭΩ近くまで低下するおそれがあります。

４.絶縁抵抗値が１ＭΩ以上ある場合、12時間以上前に元電源を入れて、クランクケースヒーターに通電して
ください。圧縮機内の冷媒が蒸発し、絶縁抵抗値は上昇します。

５.MAリモコン用伝送線端子台の絶縁抵抗値の測定は、絶対にしないでください。

2

1

低圧側・高圧側のサービスバルブが、ともに全開になっていることを確認します。
注１.キャップは必ず締めてください。
三相電源の相順と各相間電圧を確認してください。
［伝送線用給電拡張ユニットを接続している場合］
室外ユニットの電源を入れる前に、伝送線用給電拡張ユニットの電源を入れてください。
注１.室外ユニットの電源を先に入れた場合、冷媒系の接続情報を正常に認識できないおそれがあります。
注２.室外ユニットの電源を先に入れた場合、以下のように対応してください。
①伝送線用給電拡張ユニットの電源を入れる。
②室外ユニットの電源を一度切る。
③室外ユニットの電源をもう一度入れる。

3

4

5

集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、必ず給電ユニットに通電した状態で試運転を行ってください。
このとき、室外ユニットの給電切換コネクターは出荷時のまま（CN41）としてください。
試運転は、必ず前下パネルを閉めて行ってください。

※電源投入時および停電からの復帰後、約30分間能力が低下する場合があります。

6

7

8

試運転を行う最低12時間以上前に元電源を入れて、クランクケースヒーターに通電します。
注1.通電時間が短いと、圧縮機故障のおそれがあります。

外部入力接続をしている場合、
外部入力信号で運転操作し、
試運転を行ってください。
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6-3．試運転不具合時の対応

エラーコード 
2500 
2502 
2503 
4109 
5101 
5102 
5103 
5104 
6600 
6602 
6603

（イ）室内ユニット 
不具合内容 不具合内容  

漏水異常 
ドレンポンプ異常 
ドレンセンサー異常・フロートスイッチ作動 
ファン異常 
吸込センサー異常（TH21） 
配管センサー異常（TH22） 
ガス側配管センサー異常（TH23） 
外気温度センサー異常 
ユニットアドレス二重設定 
送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常） 
送信エラー（伝送路BUSY） 

 
送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常） 
送受信エラー（ACK無しエラー） 
送受信エラー（応答フレーム無しエラー） 
MA通信受信異常(受信なし) 
MA通信送信異常(同期回復異常) 
MA通信送信異常(ハードウェア異常) 
MA通信受信異常(スタートビット検出異常) 
能力コードエラー 
リモコンセンサー異常 
組合わせ異常 

エラーコード 
0900 
2503 
2600 
2601 
4116 
5101 
5102 
5103 
5104 
6600 
6602

エラーコード 
6603 
6606 
6607 
6608 
6831 
6832 
6833 
6834 
7101 
7106 
7111 
 

（ロ）業務用ロスナイ（加熱・加湿付） 
不具合内容 不具合内容  

試運転（異常ではありません） 
ドレンセンサー異常・フロートスイッチ作動 
漏水異常 
加湿器断水異常 
回転数異常・モーター異常 
吸込センサー異常（TH4） 
配管センサー異常（TH2） 
ガス側配管センサー異常（TH3） 
リターン温度センサー異常（TH1） 
ユニットアドレス二重設定 
送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常） 

 
送信エラー（伝送路BUSY） 
送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常） 
送受信エラー（ＡＣＫ無しエラー） 
送受信エラー（応答フレーム無しエラー） 
MA通信受信異常（受信なし） 
MA通信送信異常（同期回復異常) 
MA通信送信異常（ハードウェア異常） 
MA通信受信異常（スタートビット検出異常） 
能力コードエラー 
属性設定エラー 
リモコンセンサー異常 
 

エラーコード 
0403 
1102 
1301 
1302 
1500 
4106 
4230 
4240 
4250 
4255 
4260 
5102 
5103 
5104

エラーコード 
5105 
5107 
5110 
5201 
5301 
5305 
6500 
6602 
6603 
6606 
7101 
7113 
7117

（ハ）室外ユニット 
不具合内容 不具合内容  

シリアル通信異常 
吐出温度異常 
低圧圧力異常 
高圧圧力異常 
冷媒過充てん 
自電源OFF異常 
放熱板過熱保護（圧縮機用） 
過負荷保護（圧縮機用） 
I PM/過電流遮断異常（圧縮機用） 
I PM/過電流遮断異常（ファン用） 
起動前放熱板過熱保護 
サブクールコイルバイパス出口温度センサー異常（TH2） 
配管温度センサー異常（TH3） 
吐出温度センサー異常（TH4） 

 
アキュムレーター入口温度センサー異常（TH5） 
外気温度センサー異常（TH7） 
放熱板温度センサー異常（THHS） 
高圧圧力センサー異常 
電流センサー/回路異常（圧縮機用） 
電流センサー/回路異常（ファン用） 
室内ユニット洗浄操作異常 
送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常） 
送信エラー（伝送路BUSY） 
送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常） 
能力コードエラー 
機能設定エラー 
機種未設定エラー 

エラーコード 
4102 
4115 
4121 
 

4220,4225 
6600 
 

6607 
6608 
7100 
 

7102 
 

7105 
7110 
7130

　・施工または工事上よくあるエラーコード 
不具合内容 不具合内容の説明  

欠相異常 
電源同期信号異常 
高調波対策機器異常 
 
母線電圧異常 
ユニットアドレス二重設定 
 
送受信エラー（ACK無しエラー） 
応答無しエラー 
合計能力エラー 
 
接続台数エラー 
 
アドレス設定エラー 
接続情報未設定異常 
組合わせ異常 

 
電源の欠相、または電圧の異常 
電源周波数の異常 
アクティブフィルターとの通信異常 
 
インバーター母線電圧の異常 
同一アドレスのユニットが存在している 
 
送信した相手から返事が無い 
コマンドの応答が無い 
室内ユニットの合計能力がオーバーしている 
 
室内外伝送線上の接続台数がゼロまたは 
オーバーしている 
室外ユニットのアドレス設定エラー 
室内ユニットが正常に接続されていない 
室内ユニットの形名エラー 

対策内容  
電源の各相間電圧を確認 
電源の各相間電圧を確認 
アクティブフィルターとの配線接続確認 
アクティブフィルターの異常確認 
電源の各相間電圧を確認 
エラー発生元と同じアドレスのユニット 
を探して、アドレスの設定を変更する 
伝送線の接続確認 
伝送線の接続確認 
室内ユニットの形名合計を確認 
OC-OS間の配線、電源を確認 
室内外伝送線上に接続している室内ユニット台数を確認  
室外ユニットの形名確認 
室外ユニットのアドレス設定確認 
伝送線の接続確認 
室内ユニットの形名確認 

エラーコード 
6606 
6607 
6608 
6831 
6832 
6833 
6834 
7101 
7111 
7130

(1) 異常停止時、リモコン表示部に4桁のエラーコードが表示されます。不具合要因を点検してください。

エラーコード 
6201（E1） 
6202（E2） 
6831

エラーコード 
6832 
6833 
6834

（ニ）MAリモコン 
不具合内容 不具合内容  

リモコンH/W異常（EEPROM） 
リモコンH/W異常（RTC） 
MA通信受信異常（受信なし） 

 
MA通信送信異常（同期回復異常） 
MA通信送信異常（ハードウェア異常） 
MA通信受信異常（スタートビット検出異常） 
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7．高圧ガス明細書
本製品は、高圧ガス保安法に基づき、冷媒ガスの圧力を受ける部分の材料、構造を遵守し、圧力試験が実施されています。
冷媒ガスの圧力を受ける部分の部品を交換又は修理される場合は、資格（冷凍空調施設工事事業所）のある事業所に依頼
されるようお願いいたします。

本製品の保安上の詳細は次のとおりです。

形　名 冷媒 
高圧 低圧 

設計圧力 （MPa)

管外径× 長さ ×列数×本数（mm） 主な材料 

容　器 

PFAV-P1000（V）DM-E（1）-F

PFAV-P670（V）DM-E（1） 
PFT-P670（V）DM-E（1） 

PFAV-P800（V）DM-E（1） 
PFT-P800（V）DM-E（1） R410A 4.15 2.21 C1220T－OL

φ9.52 × 1410 ×3× 48

φ9.52 × 1410 ×2× 48
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